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Ｑ
．
住
宅
除
却
費
助
成
の
内
容
と

審
査
基
準
を
教
え
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
今
年
度
対
象
と
な
ら
な
い
場

合
に
来
年
の
再
申
請
は
可
能
か
。

Ａ
．
今
年
度
か
ら
始
め
た
住
宅
除

却
費
に
対
す
る
助
成
事
業
は
、
除

却
工
事
費
に
対
し
、
一
定
の
要
件

の
も
と
、
上
限
１
０
０
万
円
ま
で

助
成
す
る
も
の
で
す
。

　

広
報
６
月
号
で
周
知
し
、
対
象

件
数
４
件
に
対
し
て
９
件
の
申
請

が
あ
り
、
倒
壊
す
る
恐
れ
が
高
い
空

き
家
を
優
先
し
て
選
定
し
て
お
り

ま
す
。
な
お
、再
申
請
も
可
能
で
す
。

Ｑ
．
ひ
ま
わ
り
の
里
の
駐
車
料
金

徴
収
に
つ
い
て
、
駐
車
場
の
整
備

も
必
要
に
な
る
か
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
な
方
法
を
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
町
民
や
墓
地
に
行
く

人
か
ら
も
駐
車
料
金
を
徴
収
す
る

の
か
。

Ａ
．
駐
車
料
金
か
入
場
料
金
か
の

検
討
を
し
て
お
り
、
あ
る
程
度
案

が
出
来
た
段
階
で
ご
意
見
を
い
た

だ
き
た
い
。
町
民
や
墓
地
に
行
く

方
か
ら
駐
車
料
金
を
徴
収
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
．
町
が
単
独
で
行
な
っ
て
い
る

事
業
の
中
に
は
北
空
知
全
体
で
取

り
組
め
る
も
の
も
あ
る
か
と
思

う
。
例
え
ば
公
共
交
通
の
バ
ス
運

行
は
北
空
知
１
市
４
町
共
同
で
も

出
来
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
。

Ａ
．
ご
意
見
の
通
り
で
、
北
空
知

１
市
４
町
で
構
成
す
る
北
空
知
圏

振
興
協
議
会
の
６
月
の
会
議
で
広

域
で
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
提
案

し
、
共
通
課
題
と
し
て
継
続
し
て

協
議
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
北
竜
橋
は
特
に
冬
期
間
危
険

な
場
所
と
考
え
る
が
、
建
替
の
予

定
は
あ
る
の
か
。

Ａ
．
公
共
交
通
の
面
で
も
主
要
な

場
所
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
空
知

24
市
町
で
構
成
す
る
空
知
地
方
開

発
期
成
会
の
要
望
で
も
北
竜
橋
拡

幅
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
北
竜
町
に
は
子
ど
も
が
遊
べ

る
場
所
が
少
な
い
。
秩
父
別
町
や

妹
背
牛
町
の
よ
う
な
公
園
で
な
く

て
も
良
い
が
、
子
ど
も
が
遊
べ
る

場
所
が
欲
し
い
。
保
育
園
の
園
庭

も
利
用
で
き
れ
ば
と
思
う
。ま
た
、

定
住
を
進
め
る
上
で
分
譲
地
の
確

保
も
大
事
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
ど
の
場
所
に
ど
の
よ
う
な
遊

び
場
が
あ
る
と
良
い
か
な
ど
、
学

校
の
検
討
委
員
会
や
子
育
て
計
画

の
保
護
者
の
会
議
な
ど
で
ご
意
見

を
い
た
だ
け
る
と
助
か
り
ま
す
。

　

分
譲
地
に
つ
い
て
も
、
移
住
施

策
を
進
め
る
上
で
必
要
で
あ
る
と

把
握
し
て
お
り
、
検
討
し
て
参
り

ま
す
。

Ｑ
．
電
牧
柵
に
つ
い
て
町
は
今
後

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
電
牧
柵
の
老
朽
化
に
よ
り
修

繕
箇
所
の
増
加
、
人
件
費
の
上
昇

な
ど
修
繕
費
が
嵩
ん
で
き
て
い
ま

す
。
地
区
ご
と
更
新
す
る
案
、
リ

セ
ッ
ト
す
る
案
、
個
別
に
対
応
す

る
形
に
切
り
替
え
る
案
な
ど
、
岐

路
の
起
点
に
来
て
い
ま
す
。

　

本
来
は
管
理
作
業
だ
け
を
協
議

会
で
す
る
形
で
し
た
が
、
い
つ
の

間
に
か
修
繕
費
ま
で
被
る
よ
う
に

な
っ
た
部
分
が
あ
り
、
管
理
費
と

修
繕
費
を
切
り
分
け
て
続
け
ら
れ

る
か
を
、
共
通
認
識
を
持
っ
て
営

農
組
合
長
会
議
や
農
地
水
の
連
絡

協
議
会
で
協
議
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｑ
．
漏
水
の
減
免
が
用
途
・
原
因

別
に
70
％
・
80
％
・
90
％
減
免
に

変
更
と
な
る
が
、
行
政
側
に
瑕
疵

が
あ
っ
て
も
減
免
は
90
％
な
の
か
。

Ａ
．
行
政
側
の
瑕
疵
で
増
え
た
水

道
使
用
料
は
町
が
１
０
０
％
負
担

し
ま
す
。

Ｑ
．街
灯
の
電
気
料
金
に
つ
い
て
、

町
内
会
と
地
域
と
個
人
の
３
通
り

あ
り
、
こ
れ
か
ら
町
内
会
で
検
討

し
て
い
く
の
で
、
そ
の
際
は
相
談

に
乗
っ
て
ほ
し
い
。

Ａ
．
町
内
会
長
会
議
な
ど
で
も
、

そ
の
話
が
出
ま
す
。
ど
う
い
う
形

に
し
て
い
く
か
皆
様
と
協
議
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
懇
談
会
の
時
期
に
つ
い
て
、

役
場
側
か
ら
す
る
と
予
算
編
成
に

向
け
て
８
月
が
望
ま
し
い
の
か
と

思
う
が
、
従
前
は
11
月
や
年
末
総

会
に
併
せ
て
実
施
し
て
い
た
た
め

時
期
的
に
出
席
し
や
す
か
っ
た
。

Ａ
．
予
算
に
反
映
さ
せ
る
た
め
８

月
開
催
を
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
が
、
皆
様
の
意
見
も
聞
い
て
時

期
や
時
間
帯
を
検
討
し
ま
す
。
全

町
内
会
を
回
る
こ
と
も
考
え
て

い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
開
催
報
告

ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
開
催
報
告

　
町
で
は
町
民
の
意
見
要
望
を
来
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
今
年
度
よ
り

　
町
で
は
町
民
の
意
見
要
望
を
来
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
今
年
度
よ
り

８
月
に
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
４
箇
所
で

８
月
に
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
４
箇
所
で
4444
人
の
町
民
の

人
の
町
民
の

方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
意
見
・
要
望
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
意
見
・
要
望
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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ー
場
の
リ
フ
ト
改
修
、
改
善
セ
ン

タ
ー
体
育
館
の
床
張
り
替
え
、
普

通
教
室
と
職
員
室
の
ク
ー
ラ
ー
設

置
、
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、、
中
学

校
の
修
学
旅
行
先
を
沖
縄
と
し
て
、

北
竜
町
の
米
の
販
売
や
平
和
教
育
、

小
中
学
校
で
の
修
学
旅
行
費
保
護

者
負
担
の
定
額
、
少
年
団
・
部
活

動
・
一
般
で
の
全
道
大
会
や
全
国

大
会
参
加
負
担
の
軽
減
要
綱
の
制

定
、
部
活
動
の
送
迎
な
ど
児
童
生

徒
や
保
護
者
目
線
で
の
政
策
、
北

竜
町
愛
と
児
童
生
徒
と
町
民
と
の

ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
に
よ
る
「
そ
ば

打
ち
や
稲
作
体
験
」
な
ど
関
係
各

位
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
、
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
、
微
力
で
は
あ
り
ま

し
た
が
退
任
す
る
に
あ
た
り
、
町

民
皆
様
を
始
め
、
関
係
機
関
・
団

体
の
皆
様
か
ら
の
公
私
に
わ
た
る

温
か
な
ご
厚
情
・
ご
支
援
に
心
か

ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
北
竜
町
の
更
な
る
発

展
と
、
町
民
皆
様
の
ご
多
幸
を
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

本
町
の
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
の
時
代
は
、
変
化
が
激
し
く

先
行
き
が
不
透
明
で
、
将
来
の
予

測
が
困
難
な
時
代
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
夢
や
希
望
を
も

っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
抜
い
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
『
人
づ
く
り
』

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
は
一
人
一
人
の
未
来
を
切

り
拓
き
、
地
域
の
未
来
を
創
る
も

の
で
あ
る
と
の
信
念
を
も
っ
て
、

本
町
教
育
行
政
の
更
な
る
発
展
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
は

じ
め
、
町
民
の
皆
様
一
人
一
人
の

豊
か
な
心
や
夢
を
育
む
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
岩
見
沢
市
教
育
委
員
・

空
知
管
内
の
中
学
校
長
と
し
て
の

経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
今
後
も
関

係
者
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
誠
心
誠
意
、
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

 

【
生
年
月
日
】 

昭
和
31
年
11
月

 

【
出 

身 

地
】 

北
竜
町

 

【
最
終
学
歴
】 

北
海
道
教
育
大
学
釧
路
校

 

【
職
歴
】
昭
和
54
年 

歌
志
内
市
立
神
威
中
学
校 

教
諭

 　
　
　

 

昭
和
57
年 

深
川
市
立
深
川
中
学
校 

教
諭

 　
　
　

 

平
成
３
年 

雨
竜
町
立
雨
竜
中
学
校 

教
諭

 　
　
　

 

平
成
９
年 

秩
父
別
町
立
秩
父
別
中
学
校 

教
諭

 　
　
　

 

平
成
11
年 

赤
平
市
立
赤
平
中
学
校 

教
頭

 　
　
　

 

平
成
14
年 

滝
川
市
立
開
西
中
学
校 

教
頭

 　
　
　

 

平
成
17
年 

岩
見
沢
市
立
東
光
中
学
校 

教
頭

 　
　
　

 

平
成
18
年 

岩
見
沢
市
立
上
幌
向
中
学
校 

校
長

 　
　
　

 

平
成
21
年 

雨
竜
町
立
雨
竜
中
学
校 

校
長

 　
　
　

 

平
成
25
年 

岩
見
沢
市
立
明
成
中
学
校 

校
長

 　
　
　

 

平
成
29
年 

岩
見
沢
市
教
育
委
員
会
指
導
室 

学
校
教
育
指
導
員

 　
　
　

 

令
和
５
年 

岩
見
沢
市
教
育
委
員 

教
育
長
職
務
代
理
者

　

寒
冷
の
候
、
町
民
皆
様
に
は
、

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
12
月
31
日
付
け
を
も

ち
ま
し
て
、
教
育
長
を
退
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
61
年
に
北

竜
町
に
奉
職
、
令
和
元
年
か
ら
教

育
長
と
し
て
、
町
民
皆
様
に
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
教
育
長

就
任
早
々
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、
３

年
間
に
わ
た
り
学
校
経
営
が
一
変

し
、
そ
の
よ
う
な
中
、
１
人
１
台

端
末
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
、

小
学
５
年
生
か
ら
の
英
語
の
授
業

も
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
財
政
が
き
び
し
い

中
、
ハ
ー
ド
事
業
と
し
て
、
ス
キ

有
馬
一
志 
前
教
育
長

■
退
任
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
度
、
北
竜
町
議
会
の
ご
同

意
を
賜
り
、
令
和
７
年
１
月
１
日

付
で
教
育
長
を
拝
命
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

未
来
の
北
竜
町
を
担
う
人
材
を

育
て
る
こ
と
は
本
町
教
育
の
大
き

な
使
命
で
あ
り
、
そ
の
職
責
の
重

さ
に
あ
ら
た
め
て
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
生
を
受
け
て
か

ら
高
等
学
校
卒
業
ま
で
の
18
年
間
、

北
竜
町
の
皆
様
に
温
か
な
心
で
育

て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
母
親
も
平
成
18
年
に
86

歳
で
こ
の
世
を
去
る
ま
で
町
民
の

皆
様
に
面
倒
を
見
て
い
た
だ
き
な

が
ら
そ
の
人
生
の
殆
ど
を
本
町
で

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
意
味
か
ら
も
北
竜
町
へ
の

恩
返
し
の
心
を
込
め
て
誠
心
誠
意
、

田
中
佳
樹 

教
育
長

■
就
任
の
あ
い
さ
つ

■■
教
育
長
退
任
・
就
任
の
あ
い
さ
つ

教
育
長
退
任
・
就
任
の
あ
い
さ
つ
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佐野 豊 氏が北海道社会貢献賞を受賞

　前北竜町長 佐野 豊 氏が北海道社会貢献賞（自治

功労者）を受賞され、１２月１７日、ホテルポールス

ター札幌にて鈴木直道北海道知事より表彰状の伝達が

行われました。また、表彰式では、佐野氏が受賞者を

代表して謝辞を述べられました。

　佐野氏は、昭和４５年４月に北竜町に奉職して以来、

企画財政課長、産業課長等を歴任し、３３年１１ヶ月

にわたり職務に精励され、町民の福祉の向上に寄与さ

れました。そして、平成１６年３月からは、北竜町助

役、副町長として７年９ヶ月、平成２４年２月からは

北竜町長として３期１２年在職され、健全な行財政運

営や地域の振興発展に尽力されました。今回の受賞は、

佐野氏が長年にわたり地方自治の振興発展に寄与され

た大きな功績が認められ、贈られたものです。

「社会を明るくする運動」「人権啓発活動」を実施

　１１月３日に開催された北竜町町民文化祭において、北竜町保護司会代表の前田規文保護司、奥田和寛保護司、

竹林義晃保護司が「社会を明るくする運動」の趣旨に基づき、文化祭来場者に向けて啓発活動を実施しました。

　また併せて、北竜町人権擁護委員である澤田正人委員、瀨戸照代委員、藤井光子委員による、人権啓発活動

も実施され、文化祭来場者に向けて「人権侵害や人権に関わる心配ごとがあれば、お気軽にご相談ください」

との呼びかけが行われました。
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３町うまいっしょグランプリ

が開催されました

　１２月１９日に雨竜・北竜・沼田の３町と、きたそ

らち・北いぶきの両農協でつくる３町営農改善推進協

議会が、米・そば・日本酒の１番おいしい町を決める「３

町うまいっしょグランプリ」を沼田町で開催しました。

　会場では３町の米・そば・日本酒が町名を伏せて提

供され、各町長や農協関係者、空知農業改良普及セン

ターの職員など約４０名による試食・投票により、そ

ばの部門で北竜町がグランプリを獲得しました。

令和７年

北竜消防出初式を開催

　１月８日、改善センターにて令和７年北竜消防出初

式が開催されました。

　出初式では、中山団長による挨拶から始まり、消防

団部隊観閲式、佐々木町長による年頭の言葉の後、無

火災による団体表彰並びに団員への永年勤続表彰の伝

達、また、退団者に対して感謝状の贈呈が行われました。

堂前 和雄 氏が

北海道知事感謝状を受賞

　自然環境行政への多大な貢献が認められ、堂前 和

雄 氏（三谷町内会）がこの度北海道知事感謝状を受

賞されました。

　堂前氏は平成１７年より１７年にわたり自然保護監

視員を務められ、暑寒別天売焼尻国定公園を中心とし

た監視活動に尽力されました。１２月１９日、役場に

おいて伝達式が行われ、鈴木賢一空知総合振興局長よ

り感謝状が伝達されました。

令和７年の町内会長をお知らせします

 【任期】
 　令和７年１月１日～
 　令和７年１２月３１日

碧　水 竹内 範行 和 山田 伸裕

美葉牛 森島 朝夫 和東町 岩本 利男

板　谷 大島 浩一 和　町 杉山 泰裕

西　川 澤田 正人 和本町 南 　秀幸

桜　岡 錠者 　敏 三　谷 杉本 克裕
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議会広報委員会議会広報委員会Ｎｏ．４０４

　

令
和
６
年
第
４
回
定
例
会
は
12

月
12
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

10
月
11
日
（
金
）

■
調
査
事
項

○
建
設
工
事
の
施
工
状
況
調
査
に

つ
い
て

○
国
民
健
康
保
険
事
業
の
状
況
に

つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

11
月
29
日
（
金
）

■
調
査
事
項

○
社
会
教
育
事
業
の
状
況
に
つ
い

て■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

〔
令
和
６
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て
〕

【
１
月
】

４
日
…
20
歳
を
祝
う
会

８
日
…
北
竜
消
防
出
初
式

10
日
…
社
会
福
祉
協
議
会
新
年
の

集
い

15
日
…
北
竜
町
商
工
会
新
年
交
礼

会
並
び
に
優
良
勤
続
者
表
彰
式

21
日
…
北
竜
町
議
会
第
１
回
臨
時

会24
日
…
例
月
出
納
検
査

27
日
…
議
会
等
Ｏ
Ｂ
会
新
年
会

30
～
31
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長

会
第
１
回
定
期
総
会

【
２
月
】

12
日
…
議
会
報
告
会

13
～
17
日
…
定
期
監
査
（
監
査
委

員
）

28
日
…
北
海
道
監
査
委
員
協
議
会

定
期
総
会
（
監
査
委
員
）

未
定
…
例
月
出
納
検
査

　

令
和
６
年
第
４
回
臨
時
会
は
12

月
25
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

○
田
中　

佳
樹　

氏
（
新
任
）

○
三
谷
橋
補
修
工
事
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に

つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
６
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
将
来
に
希
望
が
持
て
る
次
期
基

本
計
画
の
改
訂
と
現
場
に
寄
り
添

っ
た
農
業
政
策
の
実
現
を
求
め
る

意
見
書

委
員
会
報
告

同
意

承
認

意
見
書
提
出

原
案
可
決
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12
月
12
日
に
開
会
さ
れ
た
第
４
回
定

例
会
で
は
、
５
名
の
議
員
か
ら
７
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

澤
田
議
員

　

か
つ
て
は
例
え
ば
町
民
体
育
大

会
等
の
行
事
に
お
い
て
連
帯
感
が

生
ま
れ
た
が
、
町
内
会
も
高
齢
化

し
若
い
人
も
減
少
し
て
い
る
。
町

内
会
活
動
へ
の
意
義
は
若
い
世
代

に
は
理
解
が
不
十
分
な
面
が
あ

る
。
行
政
と
し
て
町
内
会
活
動
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

ま
た
町
内
会
役
員
か
ら
の
面
倒
な

役
に
は
な
り
手
が
少
な
い
。
町
内

会
長
は
行
政
の
下
請
け
的
要
素
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

魅
力
あ
る
役
員
の
な
り
手
対
策
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
今
あ
る
広
報

や
防
災
無
線
以
外
に
も
情
報
伝
達

方
法
と
し
て
の
工
夫
で
円
滑
に
す

る
こ
と
も
、
ひ
と
つ
の
役
員
配
置

の
手
段
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

佐
々
木
町
長

　

役
員
の
高
齢
化
と
担
い
手
不
足

が
重
な
り
、
町
内
会
活
動
の
維
持

が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
将
来

に
わ
た
り
持
続
可
能
な
組
織
と
し

て
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
を
深
堀
り

し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
今
後

の
方
向
性
を
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
。
活
動
の
意
義
や
価
値
が
住
民

同
士
で
共
有
さ
れ
、
役
員
の
真
の

仕
事
が
整
理
さ
れ
る
こ
と
で
役
員

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
新
た
な
担

い
手
の
確
保
推
進
に
繋
が
る
も
の

と
推
察
す
る
。

　

人
口
減
少
に
よ
る
数
の
不
足
の

苦
労
が
大
き
い
が
、
ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
意
見
交
換
で
き
る
場
を
時
間

を
と
っ
て
設
け
る
必
要
が
あ
る
。

　

将
来
に
向
け
町
内
会
と
行
政
が

対
等
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
現

在
日
本
各
地
の
自
治
体
で
始
ま
っ

て
い
る
地
域
支
援
員
の
新
た
な
国

の
政
策
も
含
め
、
課
題
解
決
策
を

共
に
模
索
し
て
ま
い
り
た
い
。

澤
田
議
員

　

生
息
数
が
昨
今
激
増
し
て
い
る

ク
マ
の
駆
除
に
つ
い
て
、
駆
除
の

際
の
責
任
所
在
に
関
し
て
、
発
砲

の
際
早
急
の
駆
除
判
断
を
遅
ら
せ

る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
が
、
行
政
や

警
察
の
要
請
で
あ
っ
て
も
「
違
法

で
あ
る
」
と
判
断
さ
れ
、
許
可
取

り
消
し
は
困
る
の
で
「
協
力
し
な

い
」
と
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

①
町
・
警
察
・
猟
友
会
と
の
連
携

の
考
え
は
な
い
か
。

②
シ
カ
の
駆
除
に
つ
い
て
職
員
の

負
担
軽
減
の
た
め
、
土
・
日
・
祭

日
は
捕
獲
を
見
送
っ
て
い
る
。
仮

置
き
場
が
あ
れ
ば
捕
獲
数
も
向
上

す
る
が
、
簡
単
な
保
管
施
設
の
設

置
の
考
え
は
な
い
か
。

③
そ
れ
ら
捕
獲
に
つ
い
て
新
し
い

檻
の
不
備
・
シ
カ
く
く
り
罠
の
利

用
に
お
け
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
課

題
が
あ
り
、
今
免
許
を
所
持
す
る

少
数
の
貴
重
な
捕
獲
免
許
所
持
者

の
負
担
へ
の
対
応
は
必
要
と
思
わ

れ
る
。
さ
ら
に
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン

タ
ー
（
野
生
動
物
対
応
自
治
体
職

員
ハ
ン
タ
ー
）
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
う
。

佐
々
木
町
長

　

ク
マ
捕
獲
に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
り
組
織
体
で
協
議
文
書
を
交
わ

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

警
察
署
に
申
し
上
げ
た
が
、
地
元

北
竜
町
で
は
協
力
体
制
は
良
好
で

問
題
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
こ

と
な
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
た
い
。

 

保
管
場
所
は
制
約
が
あ
り
難
し

い
が
、
駆
除
効
果
向
上
に
つ
い
て

は
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

確
か
な
箱
罠
の
選
択
や
く
く
り

罠
の
計
画
的
な
購
入
に
よ
り
、
貸

し
出
し
要
望
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
台
数
確
保
に
努
め
た
い
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
に
ガ
バ
メ
ン
ト

ハ
ン
タ
ー
を
求
め
る
こ
と
も
検
討

し
、
銃
に
よ
る
駆
除
に
対
し
て
の

責
任
の
所
在
に
つ
い
て
は
法
の
整

備
を
国
に
求
め
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

澤
田
議
員

 
町
内
会
と
行
政
と
の

 
関
係
に
つ
い
て

澤
田
議
員

 

北
竜
町
の
有
害
鳥
獣
駆
除

 

対
策
に
つ
い
て

寺
垣
議
員

　

我
が
町
最
大
の
観
光
資
源
で
あ

る
「
ひ
ま
わ
り
の
里
」
エ
リ
ア
に

あ
る
イ
チ
イ
の
森
を
充
実
化
し
、

魅
力
向
上
を
図
る
整
備
が
必
要
と

考
え
る
。

寺
垣
議
員

 「
イ
チ
イ
の
森
」の
充
実
化

 
に
つ
い
て

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に

伴
い
、
他
市
町
へ
の
転
居
や
高
齢

者
住
宅
へ
の
入
居
に
よ
り
、
住
居

内
の
樹
木
等
を
伐
採
撤
去
す
る
場

合
が
散
見
さ
れ
る
。
長
年
の
思
い

が
詰
ま
っ
た
庭
木
等
を
「
イ
チ
イ

の
森
」
へ
移
植
を
希
望
す
る
町
民

に
対
し
、
か
か
る
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
み
て
は
ど
う
か
。
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沖
野
議
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
ひ
ま
わ
り
ラ

イ
ス
を
中
心
に
人
気
が
あ
り
、
た

く
さ
ん
の
納
税
を
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
他
自
治
体
と
の
競
争
が

あ
り
更
な
る
上
積
み
が
見
通
せ

な
い
。

　

北
竜
町
に
実
家
が
あ
る
町
内

出
身
者
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
お

願
い
を
し
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
。

　

返
礼
品
も
実
家
な
ど
に
渡
せ
る

よ
う
に
、
商
工
会
の
商
品
券
や
温

泉
の
年
間
パ
ス
な
ど
仕
送
り
の
要

沖
野
議
員

　

２
０
２
９
年
度
の
完
成
を
目
指

し
て
い
る
複
合
施
設
は
予
算
上
か

な
り
大
き
な
施
設
に
な
っ
て
い

る
。
予
算
規
模
は
先
日
の
説
明
で

は
53
億
と
聞
い
て
い
る
が
、
建
設

費
高
騰
の
中
、
３
年
後
の
着
工
時

に
は
ど
の
程
度
の
予
算
を
予
想
し

て
い
る
の
か
。

　

こ
れ
か
ら
多
く
の
公
共
施
設

素
を
も
っ
た
返
礼
品
の
設
定
を
で

き
る
の
で
は
な
い
か
。

佐
々
木
町
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
生
ま
れ
た

町
や
応
援
し
た
い
と
思
っ
た
自
治

体
に
寄
付
を
行
い
、
寄
付
金
額
２

千
円
を
超
え
る
分
に
つ
い
て
の
税

控
除
や
、
自
治
体
か
ら
の
返
礼
品

を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る
制
度

と
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
は
、
10
年
連
続
で
３
億
円

を
超
え
る
寄
付
が
あ
り
、
返
礼
品

で
あ
る
町
の
特
産
品
に
高
い
評
価

を
頂
い
て
い
る
。
昨
年
か
ら
今
年

が
改
修
予
定
だ
が
、
予
算
の
関
係

上
見
直
し
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
。

　

ま
た
、
大
ホ
ー
ル
の
役
割
を
福

祉
セ
ン
タ
ー
に
移
行
す
る
と
の
方

針
だ
が
、
公
民
館
部
分
は
現
方
針

で
は
一
階
の
み
の
構
造
な
の
で
、

二
階
に
大
ホ
ー
ル
を
設
計
す
れ
ば

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
は
見

直
し
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

沖
野
議
員

 

ふ
る
さ
と
納
税
の
北
竜
町

 

出
身
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

沖
野
議
員

 

複
合
施
設
設
置
計
画
に

つ
い
て

　

ま
た
、
現
在
町
で
進
め
て
い
る

公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
お
け
る

公
民
館
前
の
樹
木
や
句
碑
等
の
移

植
や
移
設
に
つ
い
て
も
「
イ
チ
イ

の
森
」
に
一
括
移
動
保
存
し
、
北

竜
町
の
歴
史
記
念
エ
リ
ア
と
し
て

整
備
し
、
町
内
の
保
育
園
児
や
小

中
学
校
の
郷
土
愛
涵
養
の
情
操
教

育
及
び
、
環
境
問
題
へ
の
意
識
向

上
に
利
用
さ
れ
て
は
ど
う
か
。

佐
々
木
町
長

　

以
前
は
二
世
代
も
し
く
は
三
世

代
が
一
緒
に
暮
ら
し
自
然
と
家
が

代
々
受
け
継
が
れ
て
い
た
が
、
時

代
の
流
れ
と
と
も
に
、
少
子
高
齢

化
や
都
市
部
へ
の
移
転
等
に
よ

り
、
家
じ
ま
い
、
庭
じ
ま
い
に
よ

っ
て
庭
木
等
を
撤
去
さ
れ
る
方
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

「
イ
チ
イ
の
森
」
に
は
、
平
成

７
年
に
イ
チ
イ
や
ア
キ
グ
ミ
が
植

樹
さ
れ
、
高
橋
延
清
氏
の
詩
碑
や

本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
の
句
碑

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
町
民
の
記

念
植
樹
等
に
よ
り
ア
ジ
サ
イ
な
ど

も
植
樹
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
「
イ

チ
イ
の
森
」の
整
備
は
完
了
し
た
。

　

「
イ
チ
イ
の
森
」
を
庭
じ
ま
い

さ
れ
る
方
の
想
い
出
を
引
継
ぐ
場

所
と
し
て
活
用
し
て
は
ど
う
か
と

の
お
考
え
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い

も
の
で
あ
る
が
、
一
定
程
度
育
っ

た
庭
木
の
移
植
に
つ
い
て
は
、
技

術
管
理
等
を
含
め
難
し
い
点
も
あ

る
た
め
、
専
門
家
や
指
定
管
理
者

等
と
協
議
、
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
公
民
館
前
の
句
碑
、
記

念
碑
等
に
つ
い
て
は
、
設
置
に
関

わ
っ
た
団
体
が
多
岐
に
わ
た
る
た

め
、
現
物
移
設
や
記
録
媒
体
に
よ

る
保
存
な
ど
協
議
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
学
校
等
の
施
設

整
備
計
画
と
も
に
進
捗
に
つ
い
て

ご
報
告
を
し
て
い
く
。

　

な
お
、
北
竜
町
歴
史
記
念
エ
リ

ア
の
整
備
に
つ
い
て
は
考
え
て
い

な
い
。

に
か
け
て
、
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
が

足
り
な
く
な
っ
た
事
を
受
け
、
更

な
る
供
給
が
で
き
な
い
か
Ｊ
Ａ
と

協
議
し
て
い
る
。
無
理
を
し
て
出

し
て
も
ら
っ
て
い
る
分
は
、
農
家

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
よ
う
に
還
元

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

町
内
出
身
者
に
対
し
、
広
報
や

防
災
無
線
で
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
総
務
省
の
指
針
に
基
づ
き
、

規
制
対
象
と
認
定
さ
れ
な
い
範
囲

で
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
返
礼
品
も
そ
の
自
治
体

の
み
使
用
で
き
る
商
品
券
や
入
浴

券
に
つ
い
て
は
設
定
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

沖
野
議
員

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
や
り
方
な
ど

も
、
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
説
明

す
る
事
も
必
要
か
と
思
う
。

佐
々
木
町
長

　

納
税
の
や
り
方
な
ど
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
努

力
す
る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
継
続
な
ど
国
に
働
き
か
け
て

い
く
。
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佐
々
木
町
長

　

複
合
施
設
の
建
設
に
あ
た
っ

て
は
、
小
中
学
校
を
統
合
し
、
公

民
館
や
改
善
セ
ン
タ
ー
と
複
合

化
し
た
施
設
と
し
、
学
校
に
お
け

る
施
設
・
体
育
館
等
を
共
用
す
る

こ
と
で
、
利
便
性
に
配
慮
し
つ

つ
、
建
設
費
や
維
持
管
理
コ
ス
ト

を
最
大
限
削
減
で
き
る
施
設
と

し
て
再
編
整
備
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

　

事
業
費
は
、
令
和
４
年
の
計
画

策
定
時
は
、
42
億
９
千
万
円
を
見

込
ん
で
い
た
が
、
基
本
計
画
策
定

時
に
、
施
設
の
延
床
面
積
が
増
加

し
た
こ
と
や
物
価
高
騰
な
ど
の
影

響
に
よ
り
50
億
１
千
万
円
の
見
込

み
に
な
っ
て
い
る
。

　

建
設
年
度
の
令
和
９
年
度
時
点

で
の
事
業
費
は
、
約
55
億
９
千
万

円
を
見
込
ん
で
い
る
。
た
だ
し
、

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
計
画
面
積

を
も
と
に
算
出
し
た
も
の
で
あ

り
、
令
和
７
年
度
に
予
定
す
る
基

本
設
計
の
中
で
、
住
民
意
見
等
に

配
慮
・
話
し
合
い
を
も
ち
な
が
ら
、

必
要
な
も
の
を
精
査
し
可
能
な
限

り
事
業
費
の
圧
縮
を
図
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

　

財
源
は
、
補
助
金
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
過
疎
債
を
活
用
し
、

過
疎
債
の
償
還
金
に
対
し
て
は
、

積
立
を
行
っ
て
き
た
減
債
基
金
を

充
て
る
な
ど
、
財
源
確
保
に
つ
と

め
、
町
負
担
額
を
縮
減
で
き
る
よ

う
配
慮
し
て
い
く
。

　

複
合
施
設
の
建
設
に
つ
い
て

は
、
50
年
先
北
竜
町
が
進
ん
で
い

く
た
め
に
必
要
な
施
設
、
必
要
な

財
源
確
保
を
し
た
上
で
進
め
て
い

く
が
、
他
公
共
施
設
の
改
修
予
定

も
あ
る
の
で
、
公
共
施
設
整
備
に

あ
た
り
、
将
来
的
な
施
設
の
必
要

性
や
財
政
負
担
に
配
慮
し
た
上
で

進
め
て
い
く
。

　

大
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
は
色
々
な

意
見
も
あ
り
集
会
・
セ
レ
モ
ニ
ー

会
場
機
能
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
集

約
す
る
こ
と
と
し
、
複
合
施
設
に

は
１
０
０
人
程
度
収
容
可
能
な
ホ

ー
ル
を
設
置
す
る
。

　

複
合
施
設
を
２
階
建
て
と
す
る

場
合
、
４
億
５
千
万
円
程
度
建
設

費
が
増
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
改
修
見
込
額
２
億

２
千
万
円
に
対
し
て
建
設
費
増
加

に
な
る
。

　

町
内
施
設
の
最
適
配
置
や
維
持

管
理
費
の
低
減
を
図
る
た
め
に

も
、大
ホ
ー
ル
機
能
に
つ
い
て
は
、

既
存
施
設
を
活
用
す
る
の
が
ひ
と

つ
の
策
と
考
え
て
い
る
。

沖
野
議
員

　

２
億
円
の
増
加
は
確
か
に
厳
し

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
役
場
近
く

に
大
ホ
ー
ル
の
設
置
を
し
た
方
が

利
便
性
は
良
い
の
で
は
な
い
か
、

再
度
検
討
を
期
待
す
る
。

佐
々
木
町
長

　

町
内
の
中
学
生
な
ど
若
い
世
代

か
ら
も
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

議
論
し
て
計
画
を
進
め
て
い
く
。

林
議
員

　

町
内
に
住
む
主
に
高
齢
者
の
方

が
、
親
族
が
遠
方
に
し
か
お
ら
ず

万
が
一
、
自
分
が
亡
く
な
っ
た
時

に
葬
儀
に
来
て
も
長
い
期
間
滞
在

す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
住
宅
の
片

付
け
等
が
出
来
な
い
場
合
は
ど
う

し
た
ら
良
い
か
と
不
安
を
感
じ
て

い
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
身
寄

り
の
無
い
方
も
い
る
と
思
う
。
今

現
在
の
対
応
の
状
況
と
こ
れ
か
ら

の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

親
族
が
近
隣
に
お
ら
ず
、
自
身

に
何
か
あ
っ
た
場
合
、
住
宅
の
片

付
け
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
が
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
現
在
町
が
個
人
の
住
宅
の
片

付
け
等
に
対
す
る
支
援
は
実
施
し

て
い
な
い
。

　

現
在
、
高
齢
者
に
対
す
る
訪
問

等
の
中
で
、
体
調
管
理
と
あ
わ
せ

て
親
族
の
連
絡
先
の
把
握
に
努
め

て
お
り
、
あ
わ
せ
て
民
生
委
員
や

社
会
福
祉
協
議
会
と
情
報
共
有
し

連
携
を
密
に
し
て
お
り
、
も
し
も

の
場
合
で
も
連
絡
が
取
れ
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
。

　

個
人
の
住
宅
に
つ
い
て
は
、
あ

く
ま
で
も
基
本
は
個
人
が
対
応
す

る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
身
寄
り

の
無
い
方
の
対
応
に
つ
い
て
は
弁

護
士
等
と
相
談
し
な
が
ら
適
切
に

対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

林
議
員

 

近
く
に
親
族
が
い
な
い

 

高
齢
者
の
不
安
に
つ
い
て

木
村
議
員

　

現
在
、
色
々
な
飲
食
を
伴
う
会

合
等
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場

合
、
夜
８
時
ま
で
に
予
約
を
し
な

け
れ
ば
利
用
出
来
な
い
と
い
う
不

便
な
状
況
に
あ
る
。

木
村
議
員

 
自
家
用
車
を
活
用
す
る

 
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
創
設
に
つ
い
て

　

こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
く
場

合
、
一
般
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
家

用
車
で
乗
客
を
乗
せ
る
事
の
出
来

る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
創
設
が
必
要

だ
と
考
え
る
。

　

そ
の
際
、
町
民
が
何
を
必
要
と

し
て
い
る
の
か
を
知
る
た
め
に
意

向
調
査
が
必
要
だ
と
感
じ
る
が
、

考
え
を
伺
い
た
い
。
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良
い
か
と
選
ん
で
生
ま
れ
て
来
た

わ
け
で
も
な
く
、
何
処
に
生
ま
れ

た
い
か
と
場
所
を
選
ん
で
生
ま
れ

て
来
た
訳
で
も
な
い
。

　

気
が
付
い
た
ら
生
ま
れ
て
い
た

だ
け
で
、
生
ま
れ
よ
う
と
思
っ
て

生
ま
れ
た
訳
で
は
な
い
。

　

人
生
90
年
、
１
０
０
年
と
言
わ

れ
る
時
代
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、

有
史
以
来
、
悠
久
の
時
の
流
れ
に

比
べ
た
な
ら
ば
、
ほ
ん
の
一
瞬
に

し
か
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
た
っ
た

一
週
間
程
で
一
生
を
終
え
て
行
く

蝉
は
、「
も
っ
と
長
く
い
き
た
か

っ
た
の
に
」
な
ど
と
不
平
や
未
練

を
残
し
て
命
終
わ
っ
て
ゆ
く
の
だ

ろ
う
か
。

　

先
の
『
荘
子
』
の
一
節
は
、
短

い
時
間
し
か
生
き
ら
れ
な
い
虫
を

憐
れ
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。
振

り
返
っ
た
な
ら
ば
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
去
っ
た
人
生
の
時
間
を
有

意
義
で
あ
っ
た
と
言
え
る
よ
う
に

過
ご
し
た
い
も
の
だ
と
自
省
さ
せ

ら
れ
る
ば
か
り
で
す
。（
寺
垣 

信
晃
）

　

『
荘
子
』
の
言
葉
に
「　

蛄
（
蝉

の
こ
と
）
春
秋
を
識
ら
ず
。
伊
虫

あ
に
朱
陽
の
節
を
知
ら
ん
や
」
と

い
う
一
節
が
あ
る
。
長
い
間
、
真

っ
暗
の
土
の
中
で
幼
虫
と
し
て
過

ご
し
て
生
ま
れ
て
き
た
蝉
は
、
真

夏
の
一
週
間
程
で
命
を
終
え
て
行

く
。
そ
の
短
い
成
虫
の
間
に
次
の

世
代
を
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
あ
ん
な
に
忙
し
な
く

鳴
く
の
だ
ろ
う
。

　

夏
の
初
め
に
土
の
中
か
ら
生
ま

れ
る
蝉
は
夏
が
終
わ
ら
な
い
う
ち

に
そ
の
生
涯
を
終
え
て
ゆ
く
か
ら
、

秋
や
春
が
あ
る
事
を
知
ら
ず
に
一

生
を
終
え
て
ゆ
く
。
一
年
に
四
季

が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
蝉
は
、

木
の
上
で
過
ご
し
て
い
る
の
が
真

夏
で
あ
る
こ
と
さ
え
も
知
ら
ず
に

命
を
終
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
我
々
人
間
も

蝉
の
こ
と
を
嗤
っ
て
は
い
ら
れ
な

い
生
き
物
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

考
え
て
み
る
と
、
い
つ
の
時
代
が

け 

い 

こ

佐
々
木
町
長

　

町
内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
つ

い
て
は
、
和
ハ
イ
ヤ
ー
が
２
名
の

運
転
手
に
て
営
業
を
し
て
お
り
、

町
営
バ
ス
の
運
行
委
託
も
行
っ
て

い
る
た
め
20
時
以
降
の
夜
間
営
業

に
つ
い
て
は
、
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
議
員

の
皆
様
か
ら
も
様
々
な
意
見
を
頂

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和

７
年
か
ら
の
運
行
見
直
し
に
向
け

て
検
討
を
し
て
い
る
。

　

本
年
夏
に
実
施
し
た
公
共
交
通

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
の
ド
ラ
イ
バ
ー
参
加
に
つ

い
て
、
一
定
の
条
件
の
中
で
約
30

名
の
方
が
可
能
で
あ
る
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。

　

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
国
土

交
通
省
か
ら
営
業
を
許
可
さ
れ
た

タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
運
行
管
理

し
、
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
自
家

用
有
償
旅
客
運
送
と
し
て
自
治
体

が
行
う
も
の
と
な
る
。

　

現
在
町
内
の
公
共
交
通
体
制

は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
よ
る
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
と
自
家
用
有
償

運
送
に
よ
る
町
営
バ
ス
北
竜
妹
背

牛
線
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
運
転
業

務
は
和
ハ
イ
ヤ
ー
に
担
っ
て
頂
い

て
い
る
。

木
村
議
員

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
対
応
で

き
る
よ
う
、
国
に
制
度
の
改
善
に

向
け
て
積
極
的
に
発
信
を
し
て
頂

き
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

今
後
も
運
輸
局
等
の
関
係
各
省

庁
や
町
民
に
対
す
る
意
向
調
査
を

行
い
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
運
行

体
制
が
本
町
に
適
し
て
い
る
の
か

引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

■
「
議
会
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
す

【
日 

時
】　

２
月
12
日
（
水
）
15
時
～
17
時

【
会 

場
】　

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｗ
Ａ
（
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
）

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　北海道内の事業場で働くすべての労働者（会社員、パートタイマー、アルバイトの方、学生さん

など働くすべての人）及び、その使用者に適用される北海道最低賃金が次のとおり改定されました。

最低賃金額 時間額 １，０１０円 ／ 効力発生年月日 ６ １０ １令和 年 月 日

北 海 道 最 低 賃 金「必ずチェック！ 最低賃金」

厚生労働省 北海道労働局 労働基準監督署(支署)
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　令和６年度の歳末たすけあい運動は、皆様方の温かいご理解とご協力によりまして下記のとおり総額

４８３，３９８円が寄せられました。

　ご協力をいただきました町内会を始め各団体・組織、また各親睦会の皆様、並びに配分等にご尽力く

ださいました民生委員各位に対しまして心から感謝申し上げます。１２月２３日に民生委員のご協力を

いただき、対象者の方々にお見舞金としてお届けさせていただきました。

　今後とも共同募金運動の推進に町民皆様のご理解とご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

ご芳名  募金額（円） ご芳名  募金額（円） ご芳名  募金額（円）

各町内会 １６７，５００ 北竜町保護司 ４，０００
ＪＡきたそらち北竜支所
職員親睦会

５，０００

北竜町議会議員 ３０，０００ 真竜小学校児童会・教師 １２，２６６
ＪＡきたそらち青年部
北竜支部

５，０００

北竜町三役 １８，０００ 北竜中学校生徒会・教師 ６，６７６
ＪＡきたそらち女性部
北竜支部

５，０００

北竜土地改良区役員 ８，０００ 北竜町役場一心会 １５，０００ 福祉センター ３８，３１２

北竜町農民協議会 ５，０００ 北竜町土地改良区親交会 ５，０００ 福祉村 １０，０００

北竜町商工会役員 ５，５００ 北竜町商工会互助会 ２，０００ 北竜町日赤奉仕団街頭募金 ９０，６５９

北竜町教育委員 ４，０００ 北竜町社会福祉協議会役員 １２，０００ インターネット募金 ４８５

北竜町民生委員 １０，０００ 北竜町社会福祉協議会職員 ９，０００
合計 ４８３，３９８

北竜町農業委員 ５，０００ 北空知信用金庫北竜支店 １０，０００

真竜小学校児童会・教師から真竜小学校児童会・教師から

北竜町日赤奉仕団街頭募金（和）北竜町日赤奉仕団街頭募金（和） 北竜町日赤奉仕団街頭募金（碧水）北竜町日赤奉仕団街頭募金（碧水）

北竜中学校生徒会・教師から北竜中学校生徒会・教師から

歳末たすけあい募金にご協力いただき歳末たすけあい募金にご協力いただき
ありがとうございましたありがとうございました
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今
月
の
行
政
相
談

な
ご
み
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
券

の
利
用
期
限
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
５
月
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
通
院
等
タ
ク
シ
ー
利
用
料
助

成
事
業
「
な
ご
み
ハ
イ
ヤ
ー
利
用

券
」
の
利
用
期
限
は
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
の
利

用
券
は
令
和
７
年
３
月
に
申
請
受

付
を
予
定
し
て
お
り
、
広
報
３
月

号
に
掲
載
予
定
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
企
画
振
興
課
企
画
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
９

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
時
の
無
料
送
迎
日

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象

に
自
宅
か
ら
沼
田
警
察
署
ま
で
無

料
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
２
・
３
月
の
無
料
送
迎
日
】

■
２
月
20
日
（
木
）

※
申
し
込
み
期
限
２
月
17
日（
月
）

■
３
月
19
日
（
水
）

※
申
し
込
み
期
限
３
月
14
日（
金
）

【
申
し
込
み
先
】

　

役
場
総
務
課
庶
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
今
月
の
定
例
相
談
日
】

　

２
月
18
日(

火)

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

　

長
谷
川
秀
幸

　

℡
３
４
‐
２
６
１
１

心
配
ご
と
相
談

　

民
生
委
員
児
童
委
員
・
人
権
擁
護

委
員
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
次

の
日
程
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】　

２
月
18
日(

火)

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

【
場
所
】　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
担
当
者
】

■
民
生
委
員
児
童
委
員

　

高
橋
委
員
・
中
村
委
員

■
人
権
擁
護
委
員

　

瀬
戸
委
員

口座振替の申し込みはお早めに！口座振替の申し込みはお早めに！

■問い合わせ先　砂川年金事務所　　　　℡０１２５-５２-３８９２
　　　　　　　　役場住民課戸籍年金係　℡３４－７０３０

４月振替の２年・１年・６ヵ月前納の申し込みは２月末日迄に!!４月振替の２年・１年・６ヵ月前納の申し込みは２月末日迄に!!
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令
和
６
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

【
応
募
資
格
】　

日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
男
女

【
受
付
期
間
】
～
２
月
20
日
（
木
）

【
試
験
期
日
】

　

３
月
２
日
（
日
）・
３
日
（
月
）

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

【
試
験
会
場
】

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

旭
川
地
区
隊

　

℡
０
１
６
６
‐
５
５
‐
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８

■
募
集
相
談
員

　

加
藤
宰
・
松
本
浩
章
・

　

寺
垣
信
晃

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
窓
口
に
つ
い
て

　

左
記
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
連
手
続
き
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
事
前
の
電
話
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
時
間
外
窓
口
で
は
転
入
・
転
居
・

転
出
な
ど
の
住
所
の
移
動
、
印

鑑
登
録
、
証
明
書
発
行
業
務
等

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
日
時
】　
２
月
17
日
（
月
）
～

　
　
　
　

２
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
19
時
迄

　
　
　
　

※
電
話
予
約
必
須

【
場
所
】　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

住
民
課
窓
口

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月 日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

2/2
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

スマイル歯科医院
℡ 0125-74-5028

2/9
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

深川第一病院歯科
口腔外科
℡ 23-3516

2/11
 （火）

深川市立病院
(担当医・ 代田 剛）

℡ 22-1101

2/16
 （日）

深川市立病院
(担当医・
 津田こどもクリニック
 院長 津田尚也）

℡ 22-1101

グリーン歯科
クリニック
℡ 0125-54-3434

2/23
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

たなか歯科医院
℡ 23-5545

2/24
 （月）

深川第一病院
℡ 23-3511

3/2
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

山中歯科医院
℡ 0125-65-5554

休 日 当 番 医

北竜町地域子育て支援センター

℡３４ー８８０２

○日時　２月19日（水）

　　　　10:00～11:30

　場所　やわら保育園

　内容　保育園自由開放

○日時　２月26日（水）

　　　　10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　キッズサーキット

○日時　２月14日（金）

　　　　10:00～11:30

　場所　すこやかセンター

　内容　栄養士講話

        「食事の量の目安」

ピカピカキッズ
（対象：１歳児～）

ちびっこひろば
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令
和
７
年
３
月
24
日
か
ら
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
運
転
免
許

証
（
マ
イ
ナ
免
許
証
）
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
免

許
証
は
選
べ
る
３
タ
イ
プ
で
す
。

①
従
来
の
運
転
免
許
証
を
保
有

②
運
転
免
許
証
の
免
許
情
報
が
記

録
さ
れ
た
マ
イ
ナ
免
許
証
を
保
有

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
免
許

情
報
を
記
録
し
た
上
で
運
転
免
許

証
も
保
有

　

マ
イ
ナ
免
許
証
の
利
用
に
は
、

次
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◎
氏
名
・
住
所
等
の
変
更
は
市
町

村
に
届
け
出
れ
ば
、
警
察
へ
の
変

更
手
続
き
が
不
要

◎
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
更
新
時
講
習

を
受
講
可
能

◎
住
所
地
以
外
の
免
許
セ
ン
タ
ー

で
行
う
免
許
更
新
手
続
き
（
経
由

地
更
新
）
が
迅
速

◎
マ
イ
ナ
免
許
証
の
み
保
有
す
る

場
合
、
更
新
手
数
料
が
安
く
な
る

ゼ
ッ
タ
イ
便
利
！

マ
イ
ナ
免
許
証
の
運
用
開
始

◆基準額表

◆令和５年度分計算期間 令和５年８月１日～令和６年７月３１日

　世帯で１年間（８月１日～翌年７月３１日）の医療費と介護サービス費の両方の自己負担

額を合算して、基準額（世帯の限度額）を超えた場合には、申請により、その超えた額が

支給されます。支給対象となる方には毎年３月から４月頃に申請のお知らせをお送りします。 

○医療費、または介護サービス費の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。

○基準額を超える額が５００円以下の場合は、支給の対象となりません。

○新たに後期高齢者医療制度に加入された方、北海道外から転入された方など、申請のお

知らせをお送りできない場合があります。

※１　現世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方

※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金控除は８０万円を適用。

         給与所得がある場合、その金額から１０万円を控除）、または老齢福祉年金を受給している方

■高額介護合算療養費とは

負担割合 区分 自己負担額の合計の基準額

３割 現 役 並 み 所 得 者（※１）

【課税所得６９０万円以上】２１２万円

【課税所得３８０万円以上】１４１万円

【課税所得１４５万円以上】　　６７万円

２割 一定以上所得者
５６万円

１割

一般

住民税
非課税世帯

区分II（※１） ３１万円

区分I（※２） １９万円

【問い合わせ先】

　　●役場住民課国保医療係　℡３４－７０３０

　　●北海道後期高齢者医療広域連合　℡０１１－２９０－５６０１

　　　〒０６０－００６２　札幌市中央区南２条西１４丁目国保会館６階

後期高齢者医療制度のお知らせ後期高齢者医療制度のお知らせ
～ 高額介護合算療養費について ～～ 高額介護合算療養費について ～
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北竜町の事件・事故の発生状況（12月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
工事場
狙い

置き
引き

粗暴犯 その他 合計

2024年 ０ ０ ０ １ ０ １

2023年 ０ ０ １ ０ １ ２

人 身 事 故 物 損 事 故

2024年 ２ 2024年 41

2023年 ２ 2023年 52

問い合わせ先：役場建設課建築住宅係　℡３４－７０３４

　毎年冬になると、屋根に積もった雪や氷、つららなどが落ちて、歩行者がケガをしたり、死亡

する事故が起こっています。冬期間の通行を円滑にし、事故をなくすため、特に次のことに注意

をお願いします。

屋根から落ちる屋根から落ちる
雪や氷の事故防止について雪や氷の事故防止について

●屋根の雪や氷、つららなどが道路に落ちる構造の建物には、事故を防ぐため、

　丈夫な雪止めなどを付けるようにしてください。

●雪止めが付いていても、強さが足りなかったり、針金などの錆や老朽化による破損が

　原因で落ちることもあるので、必ず点検して、悪いところは修繕してください。

●屋根の雪や氷、つららなどは気温がマイナス３度から

　プラス３度程度のときに落ちやすくなります。 

　歩行者や遊んでいる子供たちに注意して、早めに雪や氷、つららなどを

　落としてください。

●ビルの壁、窓枠、突出看板等から落ちる雪や氷は少量でも危険です。

　付着した雪や氷は、こまめに取り除くようにしてください。また、雪などを除去する

　際には、歩行者への十分な安全対策を行うようにしてください。

●雪や氷が落ちるおそれのある軒下などを通行している歩行者には、十分注意を促すよう

　にしてください。軒下では子供たちを絶対遊ばせないように注意してください。

●屋根から雪が落ちた時は、直ちに人が巻き込まれていないか確かめると共に、　

　速やかに落ちた雪を処理してください。

●歩行者や車の通行の支障となりますので、屋根から落ちた雪や敷地内の雪は

　絶対に道路に出さないでください。
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令和６年分　確定申告令和６年分　確定申告

　国税庁ホームページでは、スマホやパソコンから、所得税・消費税・贈与税の申告書を作成し、

ｅ－Ｔａｘ（電子申告）又は印刷して郵送提出することができますので、是非、ご自宅での申告

書の作成・提出をお願いします。

　郵送により提出される方は、封筒に事業所個別郵便番号（〒０７８－８５０７）を必ず記載し、

「札幌国税局業務センター旭川分室」宛に送付してください（住所の記載は不要です）。

深川税務署の閉庁日（土・日曜・祝日等）は、申告相談及び申告書の受付は行っておりませんので、

ご注意ください。

　詳しくは、国税庁ホームぺージもしくは深川税務署（℡２３－２１９１）へお尋ねください。

　２月３日（月）から３月３１日（月）までに、深川税務署で申告相談する際には、会場内の混

雑緩和のため、入場できる時間枠（午前９時から午後４時まで）が指定された「入場整理券」が

必要です。

　入場整理券は、通信アプリ『ＬＩＮＥ』を使用して、国税庁ＬＩＮＥ公式アカウントを「友だ

ち追加」した上で、スマホ等により事前発行するほか、深川税務署２階の会場入口で当日分を発

行します。

　深川税務署での譲渡所得・贈与税の申告相談は、月曜日の午後と、木曜日の午前に札幌中税務

署職員がオンラインで実施させていただきます（専用の入場整理券が必要となります）。

　なお、入場整理券には限りがあるため、入場整理券の発行状況や会場の混雑状況に応じて、後

日の来場をお願いする場合があります。

　令和６年分の確定申告は、スマホとマイナンバーカードを利用して、ご自宅から申告できるｅ

－Ｔａｘをご利用ください。すでに７割の方が、ｅ－Ｔａｘで申告しています。

　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」では、画面の案内に沿って金額等を入力す

ることで、自動計算で申告書を作成することができ、計算誤りがありません。また、作成した申

告書は、そのままｅ－Ｔａｘで送信できます。令和７年１月からは、所得税のすべての画面がス

マホでも操作しやすくなり、スマホ申告がますます便利になっています。

　さらに、マイナポータルと連携すれば、給与等の収入に関する情報や、医療費、ふるさと納税

等の控除に関する情報を一括取得し、申告書の該当項目に自動入力することができます。マイナ

ポータル連携の詳細や確定申告に関する情報については、国税庁ホームページをご覧ください。

■自宅からスマホとマイナンバーカードを利用したe-Taxでの申告が便利です

■確定申告会場における入場整理券方式について

所得税及び復興特別所得税、贈与税　　３月１７日（月）まで

消費税及び地方消費税〔個人事業者〕　 ３月３１日（月）まで

■受付期限

【問い合わせ先】　深川税務署　℡２３－２１９１

令和６年分の所得税の確定申告の受付が２月１７日（月）から始まります。
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　現在、北竜支署で１１９番の通報を受付していますが、より迅速な対応ができるよう令和７年３

月２４日から深川地区消防組合消防指令センターで受付することとなります。

　１１９番受付業務を消防指令センターに集約することで、通報と合わせて瞬時に場所の特定が可

能となり指令時間の短縮につながる等、より迅速に緊急車両が出動し現場に到着することができます。

※ 詳しい内容は令和７年３月の町広報誌であらためてお知らせいたします。

１１９番通報受付業務の共同運用が１１９番通報受付業務の共同運用が
　　　令和７年３月２４日から始まります　　　令和７年３月２４日から始まります

北竜消防から北竜消防から
お知らせお知らせ
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「高齢者虐待について」

（担当：社会福祉士　大井 敬太）

【 第５０回 】　

２月の
保健・介護予防

行事

※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。

● にこにこベビーズ

● ヘルシー講座

● 認知症物忘れ相談

 ５日（水）10:00～12:00　すこやかセンター

 17日（月）10:00～12:00　すこやかセンター

 17日（月）10:00～11:30　碧水地域支え合いセンター

 25日（火）10:00～11:30　商業活性化施設ココワ研修室

　高齢者虐待防止法では、「高齢者」とは、65歳以上の者と定義されており、養護者による（養護者とは、

高齢者の世話をしている「家族、親族、同居人等」が該当します）身体的・心理的・ネグレクト・経済的・

性的虐待の５つの行為をした場合とされています。

　「高齢者虐待」は、深刻な問題で、どこの家庭でも起こりうる身近な問題です。虐待の起こる要因は

さまざまですが、介護をしている家族などが心身ともに疲弊し、精神的に追いつめられ、その結果、虐

待に至ってしまうというケースや高齢者のため良かれと思ってやっていることが虐待になってしまうな

ど、自覚がない場合も多くあります。

■身体的虐待：たたく、つねる、殴る、蹴るなどの暴力など

■心理的虐待：怒鳴る、悪口を言う、高齢者が話しかけているのに意図的に無視するなど

■ネグレクト：食事や水分を与えない、排泄などの世話をしない、診察や必要な治療を受けさせないなど

■経済的虐待：日常生活に必要な金銭を渡さない・使わせない、本人の財産を無断で処分する、

　　　　　　　年金や預貯金を勝手に使用するなど

■性 的 虐 待：排泄の失敗等に対して懲罰的に下半身を裸にして放置する、性的な行為を強要するなど

虐待を防止するためには“虐待をしない、させない、助けてと言える地域づくり”が重要です。

① 声をかけ合えるご近所付き合い

② 小さな変化に気づく

③「もしかしたら」と思ったら専門家に相談する

地域の皆さんだからこそ気付くことができる場合があります。

　「虐待者＝悪者」ではありません。虐待に至るまでにはそれぞれの家庭・家族の歴史や人間関係など

要因はさまざまです。虐待をしている介護者が悪いと一方的に決めつけず、誰にも相談できず、虐待を

した人が抱え続けている複雑な問題についても、配慮する必要があります。そのため問題を解決するた

めに以下の相談先へのご連絡をお願いします。

【高齢者虐待の相談・通報先】

●北竜町地域包括支援センター　℡３４－７０３１

●北海道高齢者虐待防止・相談支援センター　℡０１１－２８１－０９２８

※相談・通報は匿名で行うことができ、内容に関する秘密も守られます。

　調査の結果、虐待がなかったとしても、連絡者が責任を問われることはありません。

■高齢者虐待とは？■高齢者虐待とは？

■どのようなことが「高齢者虐待」になるのか■どのようなことが「高齢者虐待」になるのか

■虐待を防ぐためにできること■虐待を防ぐためにできること

■町民のみなさんへのお願い■町民のみなさんへのお願い

◎◎安心して暮らし続けられるよう安心して暮らし続けられるよう、、みんなで防ごう高齢者虐待みんなで防ごう高齢者虐待
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令
和
６
年
11
月
22
日
～
25
日
の
４
日
間
、

沖
縄
へ
視
察
研
修
に
行
か
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
今
回
は
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
北
竜
地
区
理

事 

北
清
直
人
さ
ん
、
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
生

産
組
合
か
ら
組
合
長 

後
藤
敦
さ
ん
、
組
合

員
の
近
江
章
さ
ん
、
竹
林
博
文
さ
ん
、
Ｊ
Ａ

き
た
そ
ら
ち
北
竜
支
所
職
員 

阿
部
孝
司
さ

ん
、
内
村
奈
緒
さ
ん
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
役

員
か
ら
は
北
島
陽
奈
さ
ん
、
堂
前
昌
江
さ
ん
、

川
村
ま
り
子
さ
ん
、
佐
藤
の
総
勢
10
名
で
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

研
修
先
の
１
つ
「
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
」
の
直

営
店
「
う
ま
ん
ち
ゅ
市
場
」
で
は
２
日
間
に

渡
り
２
班
に
分
か
れ
、
交
代
で
新
米
の
試
食
・

販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

店
内
は
直
売
所
と
な
っ
て
お
り
、
採
れ
た

て
の
野
菜
や
果
物
を
生
産
者
自
ら
綺
麗
に
並

べ
る
作
業
を
さ
れ
て
い
て
、
朝
か
ら
活
気
に

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
「
う
ま
ん
ち
ゅ

市
場
22
周
年
感
謝
祭
」
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

私
達
の
他
に
も
北
海
道
か
ら
、
北
の
杜
倶
楽

部
さ
ん
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
玉
ね
ぎ
の
販
売
、

全
農
あ
お
も
り
さ
ん
は
リ
ン
ゴ
、
全
農
東
北

さ
ん
は
レ
モ
ン
と
み
か
ん
の
詰
め
合
わ
せ
の

販
売
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

私
達
は
入
っ
て
す
ぐ
真
正
面
に
特
別
ブ
ー

ス
を
設
け
て
頂
き
、
炊
き
た
て
の
「
な
な
つ

ぼ
し
」「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
試
食
、
食
べ
比

べ
を
し
て
も
ら
い
「
う
ん
う
ん
！
」
と
う
な

ず
く
方
や
「
お
い
し
い
ね
！
」
と
言
っ
て
購

入
し
て
く
だ
さ
る
方
が
多
く
、
特
に
「
ゆ
め

ぴ
り
か
」
の
３
㎏
が
好
評
で
し
た
。
購
入
し

て
頂
い
た
方
に
は
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
の
無
洗

米
パ
ッ
ク
の
無
料
配
布
も
行
い
ま
し
た
。

　

お
客
様
の
中
に
は
外
国
の
方
も
多
く
、
玄

米
を
求
め
る
方
が
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
う
ま
ん
ち
ゅ
市
場
は
店
頭
精
米
を
行
っ

て
い
る
の
で
、
玄
米
希
望
の
方
は
そ
ち
ら
に

ご
案
内
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
Ｊ
Ａ
き
た
そ

ら
ち
の
ブ
ー
ス
で
少
し
だ
け
で
も
玄
米
販
売

が
行
え
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。

　

周
囲
で
は
レ
モ
ン
と
み
か
ん
の
詰
め
合
わ

せ
が
大
変
人
気
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
少

し
焦
る
気
持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、
私
達
は

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
者
も
い
る
中
で
自
分
に

で
き
る
仕
事
を
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
し
、
積
極

的
に
声
か
け
や
試
食
を
す
す
め
て
、
良
い
結

果
を
残
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
達
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
農
家
視

察
に
も
行
か
せ
て
頂
き
、
北
海
道
民
に
は
あ

ま
り
な
じ
み
の
無
い
ゴ
ー
ヤ
と
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ

の
栽
培
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

糸
満
市
で
約
２
０
０
坪
の
ゴ
ー
ヤ
を
ハ
ウ

ス
栽
培
し
て
い
る
玉た

ま
し
ろ城

さ
ん
は
害
虫
駆
除
の

為
に
「
ダ
ニ
」
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
少

し
前
ま
で
は
ボ
ト
ル
に
入
っ
た
も
の
を
撒
い

て
い
た
そ
う
で
す
が
、
現
在
で
は
小
さ
な

パ
ッ
ク
を
ぶ
ら
下
げ
る
だ
け
の
タ
イ
プ
に
変

わ
っ
て
お
り
、
少
人
数
で
も
作
業
が
し
や
す

く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
農
薬
の
使
用
は
最
小

限
で
、
ほ
と
ん
ど
を
ダ
ニ
に
頼
っ
て
お
り
、

ピ
ー
マ
ン
や
ト
マ
ト
に
も
使
用
で
き
る
の

で
、
沖
縄
で
は
ダ
ニ
を
使
用
す
る
の
が
基
本

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
北
海
道
で
も
使
え
る

こ
と
知
り
、
試
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
苗
床
に
は
雑
草
を
防
ぐ
為
に
チ
ッ
プ
が

敷
き
つ
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
受
粉
作
業
は

１
つ
１
つ
手
作
業
で
行
わ
れ
る
為
、
１
番
時

間
が
か
か
る
大
変
な
作
業
だ
そ
う
で
す
。
10

月
に
植
え
た
ら
５
月
８
日(

ゴ
ー
ヤ
の
日)

ま

で
長
期
に
渡
り
収
穫
を
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
を
ハ
ウ
ス
栽
培
さ
れ
て
い

る
幸こ

う

ち地
さ
ん
は
気
さ
く
な
方
で
、
約
３
，

０
０
０
坪
の
ハ
ウ
ス
を
管
理
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
他
に
も
時
期
別
に
キ
ャ
ベ
ツ
、
ゴ
ー
ヤ
、

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
ハ
ウ
ス
や
路
地
で
栽
培
さ
れ

て
い
て
１
年
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
作
物
を

収
穫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
は
実

は
沖
縄
県
民
の
方
は
あ
ま
り
食
さ
れ
ず
、
ほ

と
ん
ど
が
県
外
出
荷
を
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
味
噌
汁
や
お
浸
し
、
胡
麻
和
え
な
ど
で

食
べ
る
と
美
味
し
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

沖
縄
の
11
月
は
23
度
～
25
度
ほ
ど
あ
り
北

海
道
の
７
月
く
ら
い
の
温
度
で
、
私
達
に
は

ほ
ん
の
少
し
暑
か
っ
た
で
す
が
、
気
持
ち
の

良
い
風
が
吹
い
て
い
て
過
ご
し
や
す
か
っ
た

で
す
。

　

今
回
の
研
修
で
は
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
の
職
員

の
方
、
う
ま
ん
ち
ゅ
市
場
の
従
業
員
の
方
、

ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
の
メ
ン
バ
ー
の
方
、
Ｊ
Ａ

北
竜
の
職
員
の
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
頂
き
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
知
識
等
を
身
に
つ
け
生
か
せ

ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

各
関
係
者
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
部
北
竜
支
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会
長  

佐
藤
仁
美

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

道
外
研
修
を
終
え
て
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．３１６

　

夏
は
毎
年
暑
く
な
っ
て
き
て
い

る
な
～
と
実
感
し
て
い
ま
す
が
冬

は
暖
か
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
は

感
じ
て
い
ま
せ
ん
。
気
象
庁
に
よ

る
と
北
海
道
は
こ
の
百
年
で
1.5
度

気
温
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
温
暖

化
は
進
ん
で
い
る
よ
う
で
す
が
冬

の
生
活
に
は
ま
だ
変
化
が
出
な
い

程
度
の
よ
う
で
す
。
と
言
う
訳
で

こ
の
冬
も
雪
と
戦
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
患
者
さ
ん
は
食
事
療
法
や

運
動
療
法
に
も
挑
ん
で
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
療
養
指
導
で
毎
回

確
認
し
て
い
ま
す
が
少
し
気
に
な

る
点
が
あ
り
ま
し
た
。

「
食
事
に
は
気
を
つ
け
て
い
ま
す

か
？
」

「
は
い
、
野
菜
を
多
く
摂
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」

う
ん
、
合
格
で
す
。
野
菜
を
き
ち

ん
と
摂
る
こ
と
に
異
論
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
た
だ
そ
の
先
を
尋
ね
ま

す
と
野
菜
さ
え
摂
っ
て
い
れ
ば
良

い
と
い
う
安
心
感
の
陰
に
油
断
が

潜
ん
で
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で

す
。
野
菜
を
た
く
さ
ん
摂
っ
て
い

れ
ば
あ
と
は
ど
う
で
も
よ
い
（
何

で
も
よ
い
）
よ
う
な
印
象
を
受
け

ま
す
。
野
菜
の
摂
取
に
つ
い
て
も

生
野
菜
に
は
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
た

っ
ぷ
り
か
け
た
り
、
炒
め
物
だ
と

お
肉
や
油
を
使
用
し
ま
す
。
野
菜

炒
め
に
お
肉
は
入
れ
て
よ
い
で
す

よ
。（
必
要
で
す
よ
）
で
も
割
合

な
ど
も
検
討
し
て
ほ
し
い
で
す
よ

ね
。
要
は
大
雑
把
な
の
か
な
？
と

感
じ
ま
し
た
。
毎
日
の
食
生
活
に

細
か
く
あ
れ
は
控
え
目
に
、
こ
れ

は
あ
れ
に
交
換
し
よ
う
な
ん
て
細

か
く
考
え
た
く
あ
り
ま
せ
ん
も
の

ね
。
わ
か
り
ま
す
。

で
も
、
少
し
ず
つ
改
良
や
工
夫
を

重
ね
て
い
け
ば
徐
々
に
ベ
ス
ト
に

近
い
献
立
作
り
が
出
来
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

僕
ん
と
こ
ろ
の
患
者
さ
ん
は
優

秀
な
患
者
さ
ん
が
多
い
で
す
。
言

う
と
必
ず
実
践
し
て
く
れ
ま
す
。

（
必
ず
は
言
い
過
ぎ
か
、
ほ
ぼ
）

更
に
欲
張
っ
て
食
生
活
の
改
善
を

楽
し
ん
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

運
動
療
法
も
然
り
で
す
。
運
動
に

つ
い
て
も
質
問
す
る
と
「
は
い
、

歩
い
て
い
ま
す
」
多
く
の
方
が
答

え
ま
す
。
距
離
や
時
間
は
個
人
差

が
あ
り
ま
す
が
素
晴
ら
し
い
運
動

習
慣
で
す
。
た
～
だ
～
、

歩
き
さ
え
す
れ
ば
あ
と
は
何
も
し

な
く
て
よ
い
、
歩
く
こ
と
で
運
動

全
て
賄
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る

節
が
あ
り
ま
す
。
歩
く
こ
と
は
良

い
事
で
す
。
し
か
し
の
ん
び
り
お

散
歩
程
度
で
歩
い
て
い
て
は
思
っ

た
よ
う
な
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ

ん
。
急
ぎ
足
を
取
り
入
れ
た
如
何

に
も
他
人
が
見
た
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
い
る
な
と
い
う
速
さ
で

緩
急
つ
け
て
歩
い
て
ほ
し
い
で
す
。

ま
た
柔
軟
体
操
や
筋
ト
レ
も
取
り

入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。
柔
軟
体
操

と
言
え
ば
ラ
ジ
オ
体
操
（
テ
レ
ビ

体
操
）
を
し
て
い
ま
す
と
い
う
声

も
多
い
で
す
。
素
晴
ら
し
い
で
す
。

た
～
だ
～
、
体
は
た
く
さ
ん
の
関

節
や
筋
肉
が
あ
り
ま
す
。
ラ
ジ
オ

体
操
だ
け
で
は
カ
バ
ー
で
き
て
い

な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
自
己
流

で
結
構
で
す
の
で
そ
の
辺
り
も
欲

張
っ
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
欲
張
っ
て
患
者
さ
ん
に
沢
山

要
求
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

　

診
察
中
に
立
た
さ
れ
て
ス
ク
ワ

ッ
ト
の
実
践
講
習
を
受
け
た
方
が

多
く
い
た
と
思
い
ま
す
。「
世
界

で
一
番
寝
た
き
り
さ
ん
の
少
な
い

町
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

金
メ
ダ
ル
を
狙
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
為
に
は
皆
さ
ん
の
更
な
る

（
意
）
欲
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

欲

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
２月５日（水）、２月２６日（水）は午後１時３０分より、浦本先生が
深川市において介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。
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北竜町教育委員会

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

８日（土）読み聞かせ教室 図書館 10:00～

13日（木）ひまわり大学２月講座 改善センター 10:00～

16日（日）全町女性
ミニバレーボール大会 改善センター  9:00～

22日（土）ふれあい事業（雪遊び）改善センター  9:30～

２月の生涯学習カレンダー 　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

2月 3・10・17・24日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

　　　

下記の事業を今後予定していますの
で、右記ＱＲコードより詳細を確認
の上、電話等でお申し込み下さい。

【参加者を募集する事業予定】
・スポーツ教室（キンボール）…3/7(金)

右記ＱＲコードより
学校便りをご覧いた
だけます。
（問い合わせ先：北竜町教育委員会 TEL:３４－２５５３）

右記ＱＲコードより、検討委員会
の様子等が掲載された「かわら版」
第２号をご覧いただけます。

■今後の主催事業

■各学校便り

■北竜町のこれからの学校づくり「かわら版」

■図書館便り

※印刷物でご覧になりたい方は教育委員会
 （℡：３４－２５５３）までご連絡ください。

右記ＱＲコードよりご覧いただけ
ます。

真竜小学校 北竜中学校

子どもと高齢者のふれあい事業
餅つき体験会を開催

令和６年度 ２１世紀の北空知を担う
中・高生の集いを開催

　１２月７日、子どもと高齢者のふれあい事業「餅

つき体験会」を改善センター体育館にて開催しました。

　参加した児童は、臼と杵を使って餅をつく体験や、

あんこ餅作りの体験をした後、推進委員さんが作っ

てくれたお雑煮等の料理を堪能し、大満足の一日に

なりました。

　１２月２６日～２７日の１泊２日の日程で、ネイ

パル深川において、北空知の１市４町と雨竜町の中

学生・高校生を対象に「令和６年度 ２１世紀の北空

知を担う中・高生の集い」を開催しました。

 今回、北竜中学校からは１名の生徒が参加し、他市

町の生徒と様々なプログラムを通して交流を深めま

した。３月には、中学生がリーダーとして小学生を

指導するステップアップ研修会もあるので、沢山の

中学生、小学生の参加をお待ちしております。

第２回北竜町
小学生バレーボール大会を開催

　１２月２１日に北竜町改善センターにて北空知管

内のバレーボール少年団５チームが参加し、大会を

開催しました。

　決勝まで勝ち上がった、北竜ドラゴンキッズは沼

田リトルポプラとのフルセットまでもつれ込む激闘

をみせましたが惜しくも準優勝となりました。
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初
詣
出
会
い
の
数
を
寿
ほ
ぎ
て   

　
　
　
山
本
玲
子

若
き
死
や
雪
は
優
し
く
降
り
続
く 

　
　
　
山
岸
正
俊

人
日
や
耕
人
翁
の
誕
生
日     

　    

　
吉
尾
広
子

ど
か
雪
の
村
や
墓
標
の
声
埋
も
る 

　
　
　
阿
部
れ
い
子

柏
手
の
親
子
三
代
初
詣     

　  

　
　
　
山
下
好
晴

蒼
天
や
睨
み
を
き
か
す
武
者
絵
凧   

　
　
宮
脇
美
和
子

歳
重
ね
小
さ
き
決
意
年
初
め     

　
　
　
佐
藤
美
智
子

まちの動き
１月１日現在（前月比）

世帯数　７７７世帯(－４)
 人口 １, ５９３人(－８)
　男　　　７５２人(－３)
　女　　　８４１人(－５)

(外国人含)

生
前
の
お
礼
と
し
て

  

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

  

三
谷  

村
上 

光
浩  

様

　

  

板
谷  

中
村 

道
人  

様

　

  

碧
水  

阿
部 

妙
子  

様

寄
付

　

永
楽
園
へ

　
  

三
谷　

村
上 

光
浩　

様

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

  

板
谷  

中
村 

利
弘 

氏 

93
歳

            

（
12
月
22
日
死
去
）

  

三
谷　

村
上 

良
子 

氏 

68
歳

            

（
12
月
23
日
死
去
）

  

和
町　

岡　

 

久
雄 

氏 

67
歳

            

（
12
月
28
日
死
去
）

  

碧
水　

阿
部 

克
彦 

氏 

85
歳

            

（
12
月
29
日
死
去
）

※
（ 

）
は
異
動
前
の
職
名

【
異
動
】

▽
総
務
課
財
政
係
主
査

         

（
総
務
課
財
政
係
）

　
　
　
　

糸
　
谷
　
梨
　
生

【
新
規
採
用
】

▽
教
育
委
員
会

　

総
務
学
校
教
育
係

　
　
　
　

藤
　
崎
　
真
　
悠

北
竜
町
人
事

（
１
月
１
日
付
）

　北竜町では、高齢者世帯の経済的負担の軽減を図り、その世帯の生活の安定を図ることを目的とした

上下水道福祉料金を下記のとおり設定し、行っております。

　現在、上下水道福祉料金を利用している方が世帯や課税状況が変わり、対象外となった場合、資格喪

失届の提出が必要でしたが、令和７年４月より７月１日を基準日とし、年に１度、町で対象者の現況確

認を行うこととなりました。これにより対象資格がなくなった事が分かった場合は、資格喪失通知書を

送付させていただきます。ご理解の程、よろしくお願い致します。なお、資格喪失後、再度対象となっ

た場合は改めて申請することで利用することが出来ます。

世帯全員が町民税非課税世帯で、生活を維持している７０歳以上の高齢者のみの世帯が該当となります。

■対象となる世帯とは

■料金表 １．水道料金

２．下水道(浄化槽)料金

種別及び用途 基本料金 基本料金（１ヶ月） 超過料金
福祉料金 ６㎥まで １，６３０円 １㎥につき２７０円

種別及び用途 基本料金 基本料金（１ヶ月） 超過料金
福祉料金 ６㎥まで １，５００円 １㎥につき２５０円

【問い合わせ先　役場住民課福祉係　℡３４－７０３０】

北竜町上下水道福祉料金について北竜町上下水道福祉料金について
一部制度が変わります一部制度が変わります


